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1.中新川管内におけるケアプランデータ連携システム等

を活用した地域づくりの目的と意義 

⑴目的 

本事業では、ケアプランデータ連携システムの活用を促進するための支援を実施することで、中

新川管内全体でケアプランデータを円滑にやり取りできる環境を整備し、中新川管内の介護保険

事業所における情報連携の効率化と職員の負担軽減を図り、利用者に対するサービスの質の向

上を目的として実施する。 

※ケアプランデータ連携システムとは、これまで毎月紙でやり取りされている、介護事業所の負

担が大きかったケアプラン（計画・予定・実績の確認）をオンラインで完結するシステムであり、介

護ソフトとの連携により、介護支援専門員やサービス事業所ともに転記不要となることから、事務

負担の軽減及び費用の削減が期待される。 

⑵意義 

①中新川管内の高齢者人口等の推移 

令和 7年 3月末現在の管内の総人口は、46,100人で、高齢者人口は、16,074人となって

おり、令和 2年から減少傾向にある。一方で後期高齢者人口は増加している。 

今後の人口の推計をみると、前期高齢者は令和 12年にかけて減少していくが、後期高齢者は

令和８年にかけて増加していく見込みとなっている。 

また、高齢者人口は減少傾向にあるも、64歳以下の人口も減少していくため、高齢化率は今

後も上昇していく見込みである。 

高齢者人口の推移と推計 

 
（出展）中新川広域行政事務組合第 9期介護保険事業計画 
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②要介護（要支援）認定者の状況 

要介護認定者数は、制度の認知度や介護サービスの充実、高齢化により、令和３年以降は増加

傾向となっています。 

要支援・要介護認定者数の推移（全体） 

 
（出展）中新川広域行政事務組合第 9期介護保険事業計画 

 

③中新川管内の介護事業所の状況 

令和７年４月 1日時点の管内事業所数は以下のとおり。（休止中を除く。） 

令和６年度中に休止中の事業所は、5事業所（訪問介護１、認知症対応型通所介護１、認知症

対応型共同生活介護１、ショートステイ 2）で、廃止した事業所は１事業所（恭順該当ショートステ

イ）である。 

令和６年度中に新規指定した事業所は、２事業所（いずれも制度改正による介護予防支援事

業所の新規指定）である。 

サービス種別 事業所数 連携 

特別養護老人ホーム 3  

介護老人保健施設 2  

（介護予防）短期入所者生活介護/（介護予防）短期入所療養介護 3/2 〇 

訪問介護（総合事業含む） 13 〇 

（介護予防）訪問看護 3 〇 

（介護予防）訪問リハビリテーション 2 〇 

通所介護（総合事業含む） 16 〇 

（介護予防）通所リハビリテーション 2 〇 
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居宅介護支援事業所 20 〇 

介護予防支援事業所 （2） 〇 

地域包括支援センター 3 〇 

地域密着型サービス 23 〇 

（介護予防）認知症対応型共同生活介護 （9）  

（介護予防）認知症対応型通所介護 （2） 〇 

（介護予防）小規模多機能型居宅介護 （2） 〇 

地域密着型通所介護事業所 （9） 〇 

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護事業所 （1）  

福祉用具貸与 2 〇 

合      計 94 79 

 

中新川管内の状況から、働き手である生産年齢人口が減少するも、高齢者が増加し

ていく見込みであり、介護人材確保が課題となっている中、介護サービスの継続と質

の確保の観点から、生産性向上に向けた取り組みが急務となっている。  
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2.ケアプランデータ連携システム活用促進モデル地域づ

くり事業の概要 

 本事業は、中新川管内全体でケアプランデータ連携システムの活用を推進することを

目指し、管内の事業者や、関係団体、既存のネットワークを横断的に活用し、協働体制の

構築を図りながら、組合が主導して、ケアプランデータ連携システムの活用を推進する取

り組みを展開した。 

【概要図】 

 

 

R6.9       R7.8-9    R7.10     R7.9～R8.1              R7.9～R8.1 

 
 

 

 

 

 

⑴意向調査の実施 

• 目的：ケアプランデータ連携システムについて、中新川管内の現状を把握し、導入促進のため

の取り組みを推進するため。 

• 実施期間：令和６年９月１２日（木）～９月２３日（月） 

• 実施形式：中新川フィットなび（Web上形式） 

• 対象事業所：中新川管内に所在する事業所 86事業所 

• 回答数：30事業所 回答率：35％ 

 【調査結果】 

• 調査項目 

 ① ケアプランデータ連携システムの認知度 ② 導入の意向 

 ③ 導入を検討しない理由 ④ 導入の課題 

 ⑤ 導入後の期待 ⑥ 導入にあたって、組合または行政に期待すること 

• 調査結果概要 

ケアプランデータ連携システムの認知度は高く、導入を検討しているが、導入している事業

所が少ないこと、費用がかかることから導入に踏み込めない現状がある。また、導入にあたっ

ては、操作習得に時間がかかることが懸念される一方で、他事業所との業務の円滑化や作業

時間短縮、業務負担の削減等複数のメリットを期待している。さらに、当組合または行政には、

費用の補助をはじめ、管内での一斉導入を求める声が多い。 

意向調査
説明会の
実施

研修会・体験会
の実施

システム
導入支援

システム
運用支援

調査・効
果測定の
協力

実績報告
の作成

組合 

厚生労働省 

国保中央会 

介護ソフト業者  

谷口集学校 中新川介護支援専門員協会 組合  実施機関 

データ連携促進モデルキャンペーン 
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• 今後の課題 

 調査期間が短く、回答率は３５％であったが、居宅介護支援事業だけでみると回答率は７５％で

あり、意見は集約できた。導入後のメリットを理解しており、導入の意向はあるが、費用の面、事業

所数の少なさが課題であることが浮き彫りとなった。普及には、費用補助および管内一斉導入の

促進がカギとなることから、中新川地域全体での取り組むため、令和 7年度富山県ケアプランデ

ータ連携システムの活用促進モデル事業に応募することとした。 
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⑵データ連携促進モデルキャンペーン 

• 目的：中新川管内居宅介護支援事業所及び居宅サービス事業におけるケアプランデータ連

携システムの普及促進。 

• 実施期間：令和７年９月 22日（月）～令和８年 1月 31日（土） 

• 募集期間：令和７年９月 22日（月）～令和７年 11月 30日（日） 

• 実施内容： 

• 1.データ連携促進モデルキャンペーン説明会の実施 

• 2．介護事業所の生産性向上を支援する事業として、ケアプランデータ連携システムの導入

支援・運用支援を実施する。 

①ケアプランデータ連携システム導入支援 

②ケアプランデータ連携システム運用支援 

• 3．普及啓発のための支援 

①普及促進研修会の実施 

②デモ体験会の実施 

• 4．アンケート調査および効果測定調査の実施 

①事前アンケート調査および事後アンケート調査の実施 

②効果測定調査の実施 

③謝礼金 

• 5．中新川介護支援専門員協会を中心とした管内事業所のグループ構築 

• 対象事業所：中新川管内に所在する事業所 79事業所 

• 参加要件： 

(ア) 令和７年１１月３０日までに、ケアプランデータ連携システムを導入済みまたは導入する

こと。 

(イ)  システム導入後、その活用によるデータ連携を行うこと。 

(ウ) 事前アンケート及び事後アンケート調査に協力すること。 

(エ) 居宅介護支援事業所においては、効果測定調査に協力すること。 
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⑵-1データ連携促進モデルキャンペーンの説明会 

 本事業を中新川地域全体で展開するために、ケアプランデータ連携システム活用促進事業に

関する説明会を実施した。何度でも視聴できるよう、中新川フィットなびにて動画を公開し、自由に

閲覧できるようにした。 

• 【名    称】 データ連携促進モデルキャンペーン開催のご案内 

• 【公開期間】 令和７年９月 30日（水）～ 

• 【閲 覧 数】 281件（令和７年 9月 30日～令和８年２月 28日） 
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⑵-2システム導入及び運用支援 

①ケアプランデータ連携システム導入支援 

ケアプランデータ連携システムを未導入の事業所に対し、必要に応じてインストール等の代

行を行う。また、システム導入に向けた働きかけを行うとともに、必要に応じて個別に介入し、

導入完了まで一貫した支援を実施する。 

ア．ケアプランデータ連携システムのダウンロード対応 

イ．電子証明書の確認およびインストール対応 

ウ．ケアプランデータ連携システム利用申請対応 等 

②ケアプランデータ連携システム運用支援 

ケアプランデータ連携システムを導入した事業所に対し、運用相談、トラブル発生時の助

言・対応を行う。 

ア．事業所訪問による支援 

主に、ケアプランデータ連携システムのインストールおよび初期設定を目的として、事業

所への訪問支援を実施した。 

訪問にあたっては、各事業所担当者と事前に電話で日程調整を行い、業務に支障が生

じないよう配慮した。 

立山町：９件 上市町：６件 

イ．電話対応による導入支援 

居宅介護支援事業所のうち、キャンペーンへの応募が確認できていない事業所を中心

に、電話による意思確認および導入意向の聞き取りを行った。 

あわせて、導入にあたっての不安点や課題を把握し、必要に応じて今後の支援につなげ

た。 

立山町：２０件 上市町：１９件 舟橋村：２件 

⑵-3普及啓発のための支援 

①普及促進研修会の実施 

• 【名    称】 ケアプランデータ連携システム普及啓発研修会 

• 【開 催 日】 令和７年１０月 22日（水）15：00～16：30 

• 【場    所】 中新川広域行政事務組合 議会室および ZOOM併用ハイブリット形式 

• 【参 加 者】 会場 18名（事業者１２名、県高齢福祉課２名、谷口集学校４名）、 

オンライン１３事業所 

• 【内    容】 「データ促進モデルキャンペーン」の概要説明 

中新川広域行政事務組合 介護保険課 

「介護現場の生産性向上とケアプランデータ連携システム」 

厚生労働省 長谷田 麗子氏   

「利用事業所の声」「ケアプランデータ連携システムについて」 

国保中央会 澤﨑 敏信氏 
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• 【研修会の様子】 

  

中新川からキャンペーン概要説明 厚生労働省 

  

国保中央会  

• 【アンケート】 

 

■サービス種別※複数回答 ■参加者　所属・役職

■利用中の介護ソフト ■導入意向について

経営者・

管理者

47%

IT管理者

6%

現地ス

タッフ

41%

無回答

6%
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み

15%

一カ月

以内に

導入予

定

14%

三カ月

以内に

導入予

定

14%

今年度

内に導

入予定

14%

無回答

43%
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■感想・要望 

・導入についてのメリットをわかりやすく説明いただきありがとうございました。 

・プラス面は理解できたが、利用してみないとわからないと思った。 など 

②デモ体験会の実施 

ケアプランデータ連携システム普及啓発研修会前に、中新川管内で導入実績の多い「ほ

のぼの」シリーズの ND ソフトウェア株式会社様によるデモ体験会を開催した。当日お越しい

ただけない事業所等やじっくり体験できるようデモ体験期間を設けた。 

• 【名    称】 データ連携システム活用促進 デモ体験会 

• 【開 催 日】 令和７年１０月 22日（水）14：00～14：50 

• 【デモ体験期間】令和７年１０月２０日（月）～２４日（金） 

• 【場    所】 中新川広域行政事務組合 議会室 

• 【参 加 者】 会場 18名（事業者１２名、県高齢福祉課２名、谷口集学校４名）、 

オンライン１３事業所 

• 【内    容】 「データ促進モデルキャンペーン」の概要説明 

中新川広域行政事務組合 介護保険課 

「ケアプランデータ連携システムの活用について」 

ND ソフトウェア株式会社北陸営業所 吉田 亨氏   

• 【体験会の様子】 

  

ND ソフトウェア様による説明  

■導入を検討する際に重視すること

0 2 4 6 8 10 12 14

現場の負荷が軽減されるかどうか

使いやすいシステムかどうか

サポート体制が整っているか

安心安全なシステムかどうか

周囲の評判や口コミ

知名度やお墨付き

無回答
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デモ体験会 

 

⑵-4アンケート調査および効果測定調査の実施 

①事前アンケート調査および事後アンケート調査の実施 

• 実施期間：（事前）令和７年９月 22日（月）～11月 30日（日） 

         （事後）令和７年９月 22日（月）～令和 8年１月 31日（土） 

• 実施形式：国様式の Excelをメールで回答 

• 対象事業所：データ連携促進キャンペーンに参加した事業所 

• 参加数：38事業所 回答率：100％ 

• アンケート概要 

• 居宅サービス事業所：回答数 ２９ 

• 90％以上の事業者でケアプランデータ連携システムの連携を行っており、連携した業

務では、「サービス利用票〈予定〉の受領」が最も多く、次いで、「サービス利用票〈実

績〉の送付」「ケアプランの受領」となっていることから、サービス利用票のやりとりを中

心に連携したことがわかった。 

• 負担の削減では、「共有するやりとりの費用（郵送代・印刷代等）」が最も多く、次いで、

「共有するやり取りの時間（郵送・FAX）」と「事業所内で保管する文書量」となってお

る。 

• 「費用の削減」、「サービス利用票〈実績〉の共有に係る時間の削減」としては、「削減さ

れなかった」が、７０％以上であり負担の削減の実感はあるものの、効果の実感には至

っていない。 

• ケアプランデータ連携システムの連携先を見つけた方法としては、居宅介護支援事業

所からの声掛けや連携から連携にした割合が半数を超えており、管内の居宅介護支

援事業所を中心に、連携が広がっていることがわかる。 

• ケアプランデータ連携システムに対する所感としては、いずれの設問でも、「どちらかと

いえばそう思わない」、「そう思わない」が半数以上を占めている。理由としては、介護ソ

フト側の設定の複雑さが挙げられている。また、操作に慣れるまで時間を要すことや普

及率の低さも指摘されている。 
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〈意見〉 

・介護ソフトとの兼ね合いでやり方が複雑になる。ＣＳＶと

ＰＣに不慣れな方はＦＡＸより労力を上回っているので利

便性を感じられない。 

・連携システム自体は操作が簡単なのですが、使用して

いる介護ソフト側の対応が煩雑で困っている。  

・操作が難しく月に数回の使用なので、なかなか覚えら

れず事務作業に時間が掛かっている。  

・普及率がまだ低いので、こちらもなかなか慣れない。 
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• 居宅介護支援事業所：回答数 ９ 

• 80％以上の事業者でケアプランデータ連携システムの連携を行っており、連携した業

務では、「サービス利用票〈実績〉の送付」が最も多く、次いで、「サービス利用票〈予

定〉の送付」「ケアプランの送付」、「サービス利用票〈予定〉の修正版の受領」となって

いることから、サービス利用票のやりとりを中心に連携している。 

• 負担の削減では、「事業所内で保管する文書量」、「印刷に係る時間」、「やりとりする文

書量」、「共有するやり取りの時間（郵送・FAX）」、「共有するやりとりの費用（郵送代・

印刷代等）」の順になっており、居宅介護支援事業所では、文書量の削減が期待され

る。 

• 「費用の削減」、「サービス利用票〈実績〉の共有に係る時間の削減」としては、「削減さ

れた」、「削減されなかった」が、半々であり、介護支援専門員の人数や利用者数の違

いが反映されているものとみられるが、操作になれること、連携する事業所が増えるこ

とで、効果を実感できるものと期待される。 

• ケアプランデータ連携システムに対する所感としては、居宅サービス事業所よりも、用語

や入力フォーム、機能に対する評価は高いが、操作感については、居宅サービス事業所

と同様に介護ソフト側の設定の複雑さを理由に、「そう思わない」が多く占めている。 

• 「ケアプランデータ連携システムを他の事業所に勧めるか」に対して、80％以上の事業

所が、「勧めたい」、「どちらかと言えば勧めたい」としており、管内での普及がカギとな

る。 
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②効果測定調査の実施 

• 実施期間：（事前）令和７年９月 22日（月）～11月 30日（日） 

         （事後）令和７年９月 22日（月）～令和 8年１月 31日（土） 

• 実施形式：タイムスタディ方式 メールで回答 

• 対象事業所：データ連携促進キャンペーンに参加した居宅介護支援事業所 

• 参加数：9事業所 回答率：100％ 

• アンケート概要 

• 居宅介護支援事業所：回答数 ９ 

• 有効回答数を７とし、分析した。有効回答数が少なく、この結果が、全体の傾向とはいい

がたい点、過渡期であることなど、考慮すべき点はあるが、若干ではあるが、合計作業

時間の減少が見られた。 

• 「実績確認」「実績入力」「請求業務」のうち、効果が大きかったのは、中央値では、「実

績入力」であるが、業務別作業時間でみると、「実績確認」となった。現在は、過渡期で

あることから、結論を出すのは難しいが、「実績入力」や「実績確認」業務への効果が

期待される。 

  

〈意見〉 

・まだ操作方法が理解できていないが、介護ソフト側がわかりにくい。 

・実績を介護ソフトに取り込むのに大変手間がかかる。もう少し改善が必要。 

・パスワードや IDを一度の入力で稼働出来たらいいと思う。 

・まだまだ連携を取り合う事業所が少なく、時短や効率さの良さが実感できていない 

・介護ソフトに応じての CSV出力や取り込みがややこしく、介護ソフト側の問題だが、取り込んだ CSV

がどこにあるかわからない。取り込む際、データがあるところを指定しても「取り込めない」と判断し、取り

込み先に新たなフォルダができるなど取り込みが簡易的ではない。 
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ケアプランデータ連携システム導入による作業時間削減効果分析 

ケアプランデータ連携システム導入前後における作業時間の変化を確認するため、７事業所を

対象として業務時間の比較を行った。対象業務は「実績確認」「実績入力」「請求業務」である。 

※回答事業所数は９事業所であったが、分析可能なデータは７事業所分であった。 

作業時間変化の検証結果 

分析方法：ウィルコクソン符号付順位検定（対応あり） 

対象：7事業所数 

業務 事前中央

値 

事後中央

値 

短縮 

事業所数 

Wilcoxon_W p値 効果量 r 

実績確認 110.0 163.0 2 9.0 0.7525 0.1287 

実績入力 70.0 122.0 3 9.0 0.7532 0.1284 

請求業務 20.0 20.0 1 1.0 0.285 0.6172 

合計 337.0 335.0 4 12.5 0.7995 0.096 

 

 
【傾向】 

全体の作業時間中央値は導入前より導入後で変化がみられ、事業所ごとの変動はあるものの

短縮している事業所も一定数確認された。業務別では実績入力および請求業務で改善がみられ

る一方、実績確認では増減が混在している。サンプル数が少ないため統計的有意差の解釈には

注意が必要だが、効果量を含めてみると一定の業務効率化傾向が示唆される。 

  

 

  



  

20 

事業所別合計作業時間 

事業所 導入前(分) 導入後(分) 変化(前−後) 

A事業所 270 400 -130 

B事業所 475 285 190 

C事業所 337 460 -123 

D事業所 170 180 -10 

E事業所 375 335 40 

F事業所 427 337 90 

G事業所 260 250 10 

 
B事業所の業務別変化 

業務 導入前(分) 導入後(分) 変化 

実績確認 475 163 -312 

実績入力 0 122 122 

請求業務 0 0 0 

合計 475 285 -190 

最も変化が大きかったのは、B事業所であった。B事業所は、介護支援専門員が 2名で、小規

模な事業所である。 

特に実績確認業務では 312分の短縮が見られ、ケアプランデータ連携システムの導入の効果

が最も表れている業務である可能性がある。一方で実績入力業務では新たに作業時間が発生し

ているため、最終的な合計短縮は 190分となっている。 
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業務別作業時間（導入前・導入後） 

 
 

業務別作業時間の変化 

 
 

分析結果の概要 

業務別の作業時間を比較すると、短縮している事業所と増加している事業所が混在している。

最も削減効果が大きかったのは B事業所であり、約 190分の作業時間短縮が確認された。 

業務別に見ると、特に「実績確認」業務で作業時間の短縮が大きいが、中央値の変化では実

績入力および請求業務で改善がみられた。業務フローの変化や作業への慣れ等の影響が考えら

れることから、今後の変化を注視していく必要がある。 

以上より、ケアプランデータ連携システムの導入により業務全体として効率化の傾向が見られる

が、事業所間の作業方法や業務分担、利用者数の違いによって効果の出方が異なることがわか

る。 
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③謝礼金 

 事前事後アンケートに協力した事業所には、30,000円、効果測定調査に協力した居宅介護支

援事業所（小規模多機能型居宅介護支援を含む）には、5,000円を謝礼金として、支払った。 

 また、この事務は、中新川介護支援専門員協会に依頼した。 

 協力事業所数 金額 

事前事後アンケート 38 1,140,000円 

効果測定調査 9 45,000円 

合計 47 1,185,000円 

 

⑵-5管内事業所のグループ構築 

 中新川介護支援専門員協会を中心に、管内のより多くの介護事業所がケアプラン連携データ

システムを導入するよう働きかけを行った。本事業は、中新川介護支援専門員協会に委託した。 

中新川介護支援専門員協会として、また、会員 100名がそれぞれ、管内のより多くの介護事業

所がケアプラン連携データシステムを導入するよう働きかけ、勧奨を行った。居宅介護支援事業所

を中心に、居宅サービス事業所への勧奨を積極的に実施した。 

• 研修会等での勧奨 

• 令和７年 10月 23日 中新川合同研修会において周知と導入依頼。 

• 令和７年 11月 14日 第３回中新川介護支援専門員協会研修会において、周知と導入

依頼。 

• 各会員に対して、事業所における導入の促進と連携している介護事業所に対しての導入依頼

をするようメール配信し、周知した。 

• 会員の勧奨 

• 地域ケア会議の場で周知と参加依頼。 

• 各会員それぞれがサービス担当者会議等の介護事業所が参加する場において、キャンペ

ーンチラシの配布や周知、導入依頼。 
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3.事業の効果 

⑴事業所の導入状況 

事業所の導入状況は、キャンペーン開始前（2025年 8月 15日時点）14件からキャンペー

ン終了後（2026年 2月 5日時点）45件へと増加し、約 3.2倍（221％増）となった。 

 

 キャンペーン開始前 

（2025年 8月 15日時点） 

キャンペーン終了後 

（2026年２月５日時点） 

件数 14件 45件 

舟橋村    ０ 

上市町    １ 

立山町   １３ 

舟橋村    ６ 

上市町   １１ 

立山町   ２８ 

導入率 17.7％ 57.0％ 

⑵利用者の声 

 ケアプランデータ連携システムの操作は、簡単であるが、設定作業や介護ソフト側と連動して使

用できるようにするための設定が複雑であること、「送受信後のデータを取り込んでしまうと確認

できなくなる」という声もあった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



  

24 

4.今後の課題 

 本事業を通じて、一定数のケアプランデータ連携システムの導入が促進できたが、より多くの事

業所が導入することで、メリットが大きくなることから、引き続き促進していく必要がある。 

 また、地域包括支援センターで使用している介護ソフトが、ケアプランデータ連携システムに対応

していないことで、居宅サービス事業所への普及が鈍化したため、地域包括支援センターの対応

が待たれる。 

 本事業終了後にも、ケアプランデータ連携システムの導入の相談やシステム導入・運用支援の

依頼があり、単年度では、地域全体での促進は不完全であることから、継続的に支援していけるよ

う検討が必要である。 
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5.参考資料 

⑴事前・事後アンケート様式 

 

  

⇒該当する選択肢の横に○印をつけてください

⇒プルダウンメニューから該当する選択肢を1つ選んでください

⇒数値を入力してください

⇒文字等を直接入力してください

・

・

・

・

人 人 人 人 人 人 人

人 人 人

１． 配置している

２． 配置していない

箇所

１ 紙で保管している
２ スキャン・ダウンロードした電子ファイル（PDF等）を保管している

３ 介護ソフト上でデータの形で保管している
４ その他

１ 管理者またはサービス提供責任者

２

３ 事務職員

４ その他

１． 居宅介護支援事業所へ予定の修正、再送を依頼している

２． 貴事業所で予定を修正し、居宅介護支援事業所へ確認を取っている

３． 予定は変更せず、実績をもって報告している

４． その他

１． 個別援助計画の作成のために参照している（転記はしていない）

２． 個別援助計画に一部、関連のある内容を転記している
→転記している場合の担当職員（複数回答可）

１． 管理者またはサービス提供責任者
２． 現場の介護・医療職員（当該利用者の担当職員、福祉用具専門相談員を含む）
３． 事務職員

４． その他
→転記している場合の自動転記有無

１． 介護ソフトや電子ファイル上で自動転記している
２． 自動転記はせず、手動で転記している
３． その他

３． その他

１． ケアプランデータ連携システムにより介護ソフト上に連携されている

２． 介護ソフト内で自動転記されている

３． 介護ソフトや電子ファイル等でデータをコピーしている

４． 介護ソフトや電子ファイル等に手入力している
→手入力している場合の担当職員

１． 管理者またはサービス提供責任者
２． 現場の介護・医療職員（当該利用者の担当職員、福祉用具専門相談員を含む）
３． 事務職員

４． その他

５． 紙のまま、介護ソフトや電子ファイル等に手入力していない

６． その他

１ 管理者またはサービス提供責任者
２ 現場の介護・医療職員（福祉用具専門相談員を含む）
３ 事務職員

４ その他

５ 当該文書を作成していない

１． 紙で作成している

２． 介護ソフトで作成している 〇

３．
４ その他

５ 当該文書を作成していない

数字を記入する欄が０（ゼロ）の場合は「０」とご記入ください。

令和○年〇月〇日（〇）までにご回答ください。

本アンケートやキャンペーン全般に関するお問い合わせ先

中新川広域行政事務組合　介護保険課

連絡先：076-464-1316

問１．基本情報

「データ連携促進モデル」利用開始前アンケート

居宅サービス事業所　調査票

事業所名

ご記入にあたってのご注意

この調査票は事業所の管理者等、事業所全体の方針や経営について回答できる方がご記入ください。

特に指定の無い限り、令和●年●月●日（●）現在の状況についてご回答ください。

要介護５(１） 貴事業所の利用者数（事業対象者は要支援認

定を受けている場合のみ、要支援１または２のいず

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３

(２) 貴事業所の職員体制
実人員 換算人員

常勤 非常勤

要介護４

(３）事務職員（ケアマネジャー以外の職員）の配置

状況

(４) 当月分について、サービス利用票（提供票）

【実績】の共有を行った居宅介護支援事業所数

問2．ケアプラン（居宅サービス計画書第１～３表）・サービス利用票（提供票）関連業務の状況

（１）居宅介護支援事業所から受領したケアプラン

（居宅サービス計画書第１～３表）およびサービス

利用票（提供票）【予定】の保管方法について教え

てください。（複数回答可）

① ②

ケアプラン（居宅サービス計

画書第１～３表）

サービス利用票（提供票）

【予定】

（３）居宅介護支援事業所から受領したサービス利

用票（提供票）【予定】の内容の確認結果、修正が

必要な場合の取り扱いについて教えてください。

（４）居宅介護支援事業所から受領したケアプラン

（居宅サービス計画書第１～３表）の活用状況につ

いて教えてください。（択一）

（２）居宅介護支援事業所から受領したケアプラン

（居宅サービス計画書第１～３表）およびサービス

利用票（提供票）【予定】の内容の確認を誰が行っ

ているか教えてください。（複数回答可）

① ②

ケアプラン（居宅サービス計

画書第１～３表）

サービス利用票（提供票）

【予定】

現場の介護・医療職員（当該利用者の担当職員、福祉用具専門

相談員を含む）

③

個別援助計画 シフト表 送迎計画

介護ソフト以外の電子ファイル（Word、Excel等）で作成している

（５）居宅介護支援事業所から受領したサービス利

用票（提供票）【予定】の転記有無について教えて

ください。（複数回答可）

（６）個別援助計画、シフト表や送迎計画の作成者

について教えてください。（複数回答可）

① ② ③

個別援助計画 シフト表 送迎計画

（７）個別援助計画、シフト表や送迎計画の作成方

法について教えてください。（複数回答可）

① ②
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１． 介護ソフトや電子ファイル上で自動転記している

２． 自動転記はせず、手動で転記している

３． その他

４． 予定から転記していない

１ 管理者またはサービス提供責任者
２ 現場の介護・医療職員（福祉用具専門相談員を含む）
３ 事務職員

４ その他

１． 紙で作成している

２． 介護ソフトで作成している 〇

３．

１． 介護ソフトや電子ファイル上で自動転記している

２． 自動転記はせず、手動で転記している

３． その他

４． サービス提供記録から転記していない

１． 利用者単位で印刷している

２． 共有先の居宅介護支援事業所単位で印刷している

３． 共有先の居宅介護支援事業所のケアマネジャー単位で印刷している

→共有先の居宅介護支援事業のケアマネジャー単位で印刷している理由

１． 受け取るケアマネジャー側を配慮し、事業所の方針を決めている

２． 居宅介護支援事業所側、またはケアマネジャーからの要望があった

３． その他

４． 印刷していない

５． その他

１． 振り分けしている

→振り分けしている場合の担当職員

１． 管理者またはサービス提供責任者

２． 現場の介護・医療職員（福祉用具専門相談員を含む）

３． 事務職員

４． その他

２． 振り分けしていない

３． その他

１． 振り分けしている

→振り分けしている場合の担当職員

１． 管理者またはサービス提供責任者

２． 現場の介護・医療職員（福祉用具専門相談員を含む）

３． 事務職員

４． その他

２． 振り分けしていない

３． その他

１． 管理者またはサービス提供責任者

２． 現場の介護・医療職員（福祉用具専門相談員を含む）

３． 事務職員

４． その他

１． 管理者やサービス責任提供者等による内容の確認のため

２． 貴事業所内での保管のため

３． 居宅介護支援事業所への交付のため

４． 保険者の実地指導への対応のため

５． その他

１． ケアプランデータ連携システム →共有を行っている場合の共有方法の割合 割

２． 郵送 →共有を行っている場合の共有方法の割合 割

３． FAX →共有を行っている場合の共有方法の割合 割

４． 持参 →共有を行っている場合の共有方法の割合 割

５． メール →共有を行っている場合の共有方法の割合 割

６． 介護ソフト →共有を行っている場合の共有方法の割合 割

７． ファイル共有サービス →共有を行っている場合の共有方法の割合 割

８． その他 →共有を行っている場合の共有方法の割合 割

１． ケアプランデータ連携システム その他の詳細→

２． 郵送 その他の詳細→

３． FAX その他の詳細→

４． 持参 その他の詳細→

５． メール その他の詳細→

６． 介護ソフト その他の詳細→

７． ファイル共有サービス その他の詳細→

８ その他 その他の詳細→

（８）上記（７）より、シフト表や送迎計画につい

て「２．介護ソフトで作成している」または「３．

介護ソフト以外の電子ファイルで作成している」を

選択した場合、サービス利用票（提供票）予定から

の自動転記有無について教えてください。（複数回

答可）

① ②

シフト表 送迎計画

（10）サービス利用票（提供票）【実績】・ケアマ

ネジャー報告書の作成方法について教えてくださ

い。（複数回答可）

① ②

サービス利用票（提供票）【実績】 ケアマネジャー報告書

介護ソフト以外の電子ファイル（Word、Excel等）で作成している

（９）サービス利用票（提供票）【実績】・ケアマ

ネジャー報告書の作成者について教えてください。

（複数回答可）

① ②

サービス利用票（提供票）【実績】 ケアマネジャー報告書

（12）上記（10）より「２．介護ソフトで作成して

いる」または「３。介護ソフト以外の電子ファイル

で作成している」を選択した場合の、作成したサー

ビス利用票（提供票）【実績】の印刷有無・単位に

ついて教えてください。（択一）

（13）上記（12）よりサービス利用票（提供票）

【実績】を「１．利用者単位で印刷している」と選

択した場合、居宅介護支援事業所への共有の際の事

業所単位への振り分け有無について教えてくださ

い。（択一）

（14）上記（12）よりサービス利用票（提供票）

【実績】を「３．共有先の居宅介護支援事業所のケ

アマネジャー単位で印刷している」と選択した場

合、居宅介護支援事業所への共有の際の事業所単位

への振り分け有無について教えてください。（択

一）

（11）サービス利用票（提供票）【実績】・ケアマ

ネジャー報告書のサービス提供記録からの転記につ

いて教えてください。（複数回答可）

① ②

サービス利用票（提供票）【実績】 ケアマネジャー報告書

（15）上記（12）よりサービス利用票（提供票）

【実績】を「１．利用者単位で印刷している」、

「２．共有先の居宅介護支援事業所単位で印刷して

いる」または「３．共有先の居宅介護支援事業所の

ケアマネジャー単位で印刷している」と選択した場

合、印刷の担当職員について教えてください。（複

数回答可）

（16）上記（12）よりサービス利用票（提供票）【実績】を
「１．利用者単位で印刷している」、「２．共有先の居宅介
護支援事業所単位で印刷している」または「３．共有先
の居宅介護支援事業所のケアマネジャー単位で印刷し
ている」と選択した場合、印刷する目的について教えてく
ださい。（複数回答可）

（17）サービス利用票（提供票）【実績】の居宅介

護支援事業所への共有方法について教えてくださ

い。（複数回答可）

※「共有」とは、ケアプランデータ連携システムや

FAX・メール・介護ソフト・ファイル共有サービス

については実際に送信を行うこと、郵送については

発送を行うこと、持参については直接先方へ持ち込

むことを指します。

※共有方法の割合については、共有先の事業所数を

もとに、合計が10割になるようにご回答ください。

（18）サービス利用票（提供票）【実績】の居宅介

護支援事業所への共有の担当職員（について教えて

ください。（択一）

※複数人で担当している場合は主な担当職員をお選

びください。

１．管理者またはサービス提供責任者

２．現場の介護・医療職員（福祉用具専門相談員を含

む）

３．事務職員
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１． 直接、事業所別に送信している

２． 介護ソフト上で自動送信している

３． その他

円

円 ※持参にかかる費用には、交通費・ガソリン代等を含みます。

１． 連携先事業所が併設している事業所のため

２． 連携先事業所が近所の事業所、または持参しやすい距離にあるため

３． 持参のほうが手間がかからないため

４． 連携先事業所と対面での情報共有が必要となるため

５． 連携先事業所が対面のみで連携する方針のため

６． その他

１

．

２

．
１． 毎回、個人情報を匿名化したものを共有している

２． 居宅介護支援事業所から匿名化されたものを受け取った場合や匿名化の依頼を受けた場合のみ、匿名化している

３． 個人情報の匿名化は行っていない

４． その他

１． サービス利用票【実績】内容より自動で作成している

２． サービス利用票【実績】内容より一部、自動転記された内容をもとに作成している

３． サービス利用票【実績】の内容をもとに手作業で作成している

４． その他

１． ケアプラン（居宅サービス計画書第１～３表）やサービス利用票（提供票）の共有のための印刷に時間がかかる

２． ケアプラン（居宅サービス計画書第１～３表）やサービス利用票（提供票）の共有のためにやり取りする文書量が多い

３． 事業所内で保管する文書量が多い
４． ケアプラン（居宅サービス計画書第１～３表）やサービス利用票（提供票）の共有のための個人情報の匿名化に時間がかかる

５． ケアプラン（居宅サービス計画書第１～３表）やサービス利用票（提供票）の共有のやり取りに時間がかかる（郵送・FAX等）

６． ケアプラン（居宅サービス計画書第１～３表）やサービス利用票（提供票）の共有のやり取りに費用がかかる（郵送代・印刷代等）

７． 印刷した文書の廃棄に時間がかかる
８． サービス利用票(提供票)【予定】の転記に時間がかかる
９． サービス利用票(提供票)【予定】の転記ミスが多い

１ 特にない
１ 分からない
１ その他

１． 利用申請が完了し、居宅介護支援事業所との連携を開始している →連携している事業所数 箇所

２． 利用申請は完了したが、まだ居宅介護支援事業所との連携は開始していない

３． まだ利用申請していない

１． 確認したことがある

２． ケアプランデータ連携システム利用状況の存在は知っているが、確認したことはない

３． ケアプランデータ連携システム利用状況の存在を知らなかった

１． 法人（本部、上司等上層部）の方針で、ケアプランデータ連携システムを使用する予定であるため

２． 提供票のやり取りをする事業所から要請があり、システムを利用予定であるため

３． 提供票のやり取りをする事業所が既にケアプランデータ連携システムを利用しているため

４． ケアプランデータ連携システムを利用することで、事務経費の削減が期待できるため

５． ケアプランデータ連携システムを利用することで、提供票の共有にかける時間削減が期待できるため

６． ケアプランデータ連携システムを利用することで、従業者の事務的負担軽減が期待できるため

７． ケアプランデータ連携システムを利用することで、高いセキュリティにより安心してデータ連携できるため

８． ケアプランデータ連携システムの導入費用の負担が少なくなるため

９． キャンペーンの内容に魅力を感じたため(謝礼以外)

１ 元々ケアプランデータ連携システムを使用してみたいと考えていたため

１ その他

最後に、ケアプランデータ連携システムやデータ連携を活用した生産性向上についてご意見ございましたら、ご記入ください。

（20）上記（17）より「２．郵送」を選択した場

合、郵送にかかる費用についてお聞かせください。

（21）上記（17）より「４．持参」を選択した場

合、持参にかかる費用についてお聞かせください。

（22）上記（17）より「４．持参」を選択した場

合、持参している理由についてお聞かせください。

（複数回答可）

（19）上記（17）より「３．FAX」を選択した場

合、FAXの送付方法についてお聞かせください。

（択一）

（23）居宅介護支援事業所から受け取るケアプラン

（居宅サービス計画書第１～３表）、サービス利用

票（提供票）【予定】）の氏名等の個人情報の匿名

化の状況についてお聞かせください。（択一）

※匿名化とは、個人情報について黒塗りをする等の

ことを指します。

① ②

ケアプラン
（居宅サービ
ス計画書第

サービス利
用票（提供
票）【予定】

個人情報が匿名化されたものを受け取ったことがある

個人情報が匿名化されたものを受け取ったことはない

問3．ケアプランデータ連携システムの状況について

（１）ケアプランデータ連携システムの利用状況に

ついて教えてください。（択一）

（２）wam.netより公開している「ケアプランデー

タ連携システム利用状況」を確認したことがありま

すか。（択一）

（３）本キャンペーンに参加したきっかけを選択し

てください。（複数選択可）

（24）居宅介護支援事業所へサービス利用票（提供

票）【実績】を共有する際の氏名等の個人情報の秘

匿化の状況についてお聞かせください。（択一）

（25）介護給付費明細書および介護給付費請求書の

作成方法について教えてください。（択一）

（26）現在、ケアプラン（居宅サービス計画書第１

～３表）やサービス利用票（提供票）の共有の業務

の中で、負担に感じている点を選択してください。

（複数回答可）
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⇒該当する選択肢の横に○印をつけてください

⇒プルダウンメニューから該当する選択肢を1つ選んでください

⇒数値を入力してください

⇒文字等を直接入力してください

・

・

・

・

人 人 人 人 人 人 人

人 人 人

１． 配置している

２． 配置していない

箇所

１． 紙で作成している →問２（６）にお進みください。

２． 介護ソフトで作成している

３． 介護ソフト以外の電子ファイル（Word、Excel等）で作成している

1 １． 利用者単位で印刷している

２． 共有先の事業所単位で印刷している →問２（４）にお進みください。

３． 印刷していない →問２（６）にお進みください。

４． その他 →問２（６）にお進みください。

１． 振り分けしている

→振り分けしている場合の担当職員

１． 担当ケアマネジャー

２． 管理者または主任ケアマネジャー

３． 事務職員

４． その他

２． 振り分けしていない

３． その他

１． 管理者や主任ケアマネジャーによる内容の確認のため

２． 貴事業所内での保管のため

３． 利用者またはご家族への交付のため

４． 居宅サービス事業所への交付のため

５． 保険者への提出のため

６． 保険者の実地指導への対応のため

７． その他

１． 担当ケアマネジャー

→担当ケアマネジャーが印刷している理由

１． 担当ケアマネジャーの予定の作成のタイミングが異なるため

２． 担当ケアマネジャーの予定の共有のタイミングが異なるため

３． 担当ケアマネジャーの端末でしか予定の作成・印刷ができないため

４． 担当ケアマネジャー別に業務を分けているため

５． 管理者または主任ケアマネジャー、事務職員が繁忙であるため

６． 事務職員がいないため

７． その他

２． 管理者または主任ケアマネジャー

３． 事務職員

４． その他

１． 記載している

２． 記載していない

３． その他

１． ケアプランデータ連携システム 割 割

２． 郵送 割 割

３． FAX 割 割

４． 持参 割 割

５． メール 割 割

６． 介護ソフト 割 割

７． ファイル共有サービス 割 割

８． その他 割 割

１． ケアプランデータ連携システム その他の詳細→ その他の詳細→

２． 郵送 その他の詳細→ その他の詳細→

３． FAX その他の詳細→ その他の詳細→

４． 持参 その他の詳細→ その他の詳細→

５． メール その他の詳細→ その他の詳細→

６． 介護ソフト その他の詳細→ その他の詳細→

７． ファイル共有サービス その他の詳細→ その他の詳細→

８． その他 その他の詳細→ その他の詳細→

数字を記入する欄が０（ゼロ）の場合は「０」とご記入ください。

令和○年○月○日（○）までにご回答ください。

本アンケートやキャンペーン全般に関するお問い合わせ先

中新川広域行政事務組合　介護保険課

連絡先：076-464-1316

問１．基本情報

「データ連携促進モデル」利用開始前アンケート
居宅介護支援事業所　調査票

事業所名

ご記入にあたってのご注意

この調査票は事業所の管理者等、事業所全体の方針や経営について回答できる方がご記入ください。

特に指定の無い限り、令和●年●月●日（●）現在の状況についてご回答ください。

要介護５(１） 貴事業所の利用者数（事業対象者は要支援認定を
受けている場合のみ、要支援１または２のいずれかに含
めてご回答ください。）

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３

(２) 貴事業所の職員体制

実人員 換算人員

常勤 非常勤

要介護４

（３）上記（２）よりサービス利用票（提供票）【予定】を
「１．利用者単位で印刷している」と選択した場合、居宅
サービス事業所への共有の際の事業所単位への振り
分け有無について教えてください。（択一）

（４）上記（２）よりサービス利用票（提供票）【予定】を
「１．利用者単位で印刷している」または「２．共有先の
事業所単位で印刷している」と選択した場合、印刷する
目的について教えてください。（複数回答可）

（５）上記（２）よりサービス利用票（提供票）【予定】を
「１．利用者単位で印刷している」または「２．共有先の
事業所単位で印刷している」と選択した場合、印刷の担
当職員について教えてください。（複数回答可）

(３）事務職員（ケアマネジャー以外の職員）の配置状況

(４) 当月分について、サービス利用票（提供票）【予定】
の共有を行った居宅サービス事業所数

問2．ケアプラン（居宅サービス計画書第１～３表）・サービス利用票（提供票）関連業務の状況

（１）サービス利用票（提供票）【予定】の作成方法につい
て教えてください。（複数回答可）

（２）上記（１）より「２．介護ソフトで作成している」または
「３。介護ソフト以外の電子ファイルで作成している」を選
択した場合の、作成したサービス利用票（提供票）【予
定】の印刷有無・単位について教えてください。（択一）

該当する共
有方法に○

○の場合、共有方法の割
合

（共有先の事業所数をもと
に、合計が10割になるよう

にご回答ください）

該当する共
有方法に○

○の場合、共有方法の割
合

（共有先の事業所数をもと
に、合計が10割になるよう

にご回答ください）

（６）ケアプラン（居宅サービス計画書第１～３表）、サー
ビス利用票（提供票）【予定】を居宅サービス事業所へ共
有する際の、利用者の同意・確認（押印・署名等）の記
載有無について教えてください。（択一）

① ②

ケアプラン（居宅サービス計画書第１～３表） サービス利用票（提供票）【予定】

（７）ケアプラン（居宅サービス計画書第１～３表）、サー
ビス利用票（提供票）【予定】の居宅サービス事業所へ
の共有方法について教えてください。（複数回答可）
※「共有」とは、ケアプランデータ連携システムやFAX・
メール・介護ソフト・ファイル共有サービスについては実
際に送信を行うこと、郵送については発送を行うこと、持
参については直接先方へ持ち込むことを指します。
※ファイル共有サービスとは、事業所内外の任意の相
手と書類や画像などをやり取りできるオンラインのツール
を指します。

① ②

ケアプラン（居宅サービス計画書第１～３
表）

サービス利用票（提供票）【予定】

○

○

○

（８）ケアプラン（居宅サービス計画書第１～３表）、サー
ビス利用票（提供票）【予定】の居宅サービス事業所へ
の共有の担当職員（について教えてください。（択一）
※複数人で担当している場合は主な担当職員をお選び
ください。

① ②

ケアプラン（居宅サービス計画書第１～３表） サービス利用票（提供票）【予定】

１．	担当ケアマネジャー
２．	管理者または主任ケアマネジャー
３．	事務職員
４．その他

１．	担当ケアマネジャー
２．	管理者または主任ケアマネジャー
３．	事務職員
４．その他



  

29 

 

  

１．

２．

１． 直接、事業所別に送信している
２． 介護ソフト上で自動送信している
３． その他

円

円 ※持参にかかる費用には、交通費・ガソリン代等を含みます。

１． 連携先事業所が併設している事業所のため

２． 連携先事業所が近所の事業所、または持参しやすい距離にあるため

３． 持参のほうが手間がかからないため

４． 連携先事業所と対面での情報共有が必要となるため

５． 連携先事業所が対面のみで連携する方針のため

６． その他

１． サービスコード別（算定項目別）に記載している
２． サービスコード＋TAISコード別に記載している
３． 福祉用具貸与を利用している利用者はいない
４． その他
１． 変更が生じる度、サービス利用票（提供票）を変更し、居宅サービス事業所へ共有している
２． 変更が生じる度、サービス利用票（提供票）を変更しているが、居宅サービス事業所へ共有はしていない
３． 変更が生じても、サービス利用票（提供票）は変更していない（月末の実績より確認している）
４． その他

１． 紙で保管している
２．
３． 介護ソフト上でデータの形で保管している
４． その他

１． サービス利用票（提供票）【実績】の受領次第、確認している
２． サービス利用票（提供票）【実績】の打ち込みや取り込みを行いながら確認している
３． サービス利用票（提供票）【実績】の打ち込みや取り込み後、確認している
４． その他
１． 担当ケアマネジャー
２． 担当以外のケアマネジャー
３． 管理者または主任ケアマネジャー
４． 事務職員
５． その他
１． 居宅サービス事業所へ実績の修正、再送を依頼している
２． 貴事業所で実績を修正し、居宅サービス事業所へ確認を取っている
３． その他
１． ケアプランデータ連携システムにより介護ソフト上に連携されている
２． 介護ソフト内で自動転記されている
３． 介護ソフトや電子ファイル等のデータをコピーしている
４． 介護ソフトや電子ファイル等に手入力している

→手入力している場合の担当職員
１． 担当ケアマネジャー
２． 担当以外のケアマネジャー
３． 管理者
４． 事務職員
５． その他

５． 紙のまま、介護ソフトや電子ファイル等に手入力していない
６． その他
１． サービス利用票【実績】内容より自動で作成している
２． サービス利用票【実績】内容より一部、自動転記された内容をもとに作成している
３． サービス利用票【実績】の内容をもとに手作業で作成している
４． その他
１． ケアプラン（居宅サービス計画書第１～３表）やサービス利用票（提供票）の共有のための印刷に時間がかかる

２． ケアプラン（居宅サービス計画書第１～３表）やサービス利用票（提供票）の共有のためにやり取りする文書量が多い

３． 事業所内で保管する文書量が多い
４． ケアプラン（居宅サービス計画書第１～３表）やサービス利用票（提供票）の共有のための個人情報の匿名化に時間がかかる

５． ケアプラン（居宅サービス計画書第１～３表）やサービス利用票（提供票）の共有のやり取りに時間がかかる（郵送・FAX等）

６． ケアプラン（居宅サービス計画書第１～３表）やサービス利用票（提供票）の共有のやり取りに費用がかかる（郵送代・印刷代等）

７． 印刷した文書の廃棄に時間がかかる
８． サービス利用票(提供票)【実績】の転記に時間がかかる
９． サービス利用票(提供票)【実績】の転記ミスが多い

１０． 特にない
１１． 分からない
１２． その他

１． 利用申請が完了し、居宅サービス事業所との連携を開始している →連携している事業所数 箇所

２． 利用申請は完了したが、まだ居宅サービス事業所との連携は開始していない

３． まだ利用申請していない

１． 確認したことがある

２． ケアプランデータ連携システム利用状況の存在は知っているが、確認したことはない

３． ケアプランデータ連携システム利用状況の存在を知らなかった

１． 法人（本部、上司等上層部）の方針で、ケアプランデータ連携システムを使用する予定であるため

２． 提供票のやり取りをする事業所から要請があり、システムを利用予定であるため

３． 提供票のやり取りをする事業所が既にケアプランデータ連携システムを利用しているため

４． ケアプランデータ連携システムを利用することで、事務経費の削減が期待できるため

５． ケアプランデータ連携システムを利用することで、提供票の共有にかける時間削減が期待できるため

６． ケアプランデータ連携システムを利用することで、従業者の事務的負担軽減が期待できるため

７． ケアプランデータ連携システムを利用することで、高いセキュリティにより安心してデータ連携できるため

８． ケアプランデータ連携システムの導入費用の負担が少なくなるため

９． キャンペーンの内容に魅力を感じたため(謝礼以外)

１０． 元々ケアプランデータ連携システムを使用してみたいと考えていたため

１１． その他

最後に、ケアプランデータ連携システムやデータ連携を活用した生産性向上についてご意見ございましたら、ご記入ください。

（９）上記（７）より「２．郵送」「３．FAX」「５．メール」を選
択した場合、氏名等の個人情報の匿名化の状況につい
てお聞かせください。（択一）

① ②

ケアプラン
（居宅サービ
ス計画書第
１～３表）

サービス利
用票（提供
票）【予定】

個人情報は匿名化せず、作成したものをそのままFAXにて送信してい
る

個人情報について黒塗りをするなどの匿名化処理を行った上でFAXに
て送信している

（13）上記（７）より「４．持参」を選択した場合、持参して
いる理由についてお聞かせください。（複数回答可）

（14）サービス利用票（提供票）【予定】の作成の際、福
祉用具貸与利用分の「サービス内容」の記載単位を教
えてください。（複数回答可）

（15）サービス利用票（提供票）【予定】の内容に変更が
生じた場合、サービス利用票（提供票）【予定】の内容を
変更し、居宅サービス事業所へ共有していますか。（択
一）

（10）上記（７）より「３．FAX」を選択した場合、FAXの送
付方法についてお聞かせください。（択一）

（11）上記（７）より「２．郵送」を選択した場合、郵送にか
かる費用についてお聞かせください。

（12）上記（７）より「４．持参」を選択した場合、持参にか
かる費用についてお聞かせください。

（17）居宅サービス事業所から受領したサービス利用票
（提供票）【実績】の内容の確認をいつ行っているか教え
てください。（択一）

（18）居宅サービス事業所から受領したサービス利用票
（提供票）【実績】の内容の確認を誰が行っているか教え
てください。（複数回答可）

（19）居宅サービス事業所から受領したサービス利用票
（提供票）【実績】の内容の確認結果、修正が必要な場
合の取り扱いについて教えてください。（択一）

（16）居宅サービス事業所から受領したサービス利用票
（提供票）【実績】および報告書の保管方法について教
えてください。（複数回答可）

① ②
サービス利用票（提供票）【実績】 報告書

スキャン・ダウンロードした電子ファイル（PDF等）を保管している

問3．ケアプランデータ連携システムの状況について

（１）ケアプランデータ連携システムの利用状況について
教えてください。（択一）

（２）wam.netより公開している「ケアプランデータ連携シ
ステム利用状況」を確認したことがありますか。（択一）
https://www.wam.go.jp/wamappl/kpdrsys.nsf/top

（３）本キャンペーンに参加したきっかけを選択してくださ
い。（複数選択可）

（20）居宅サービス事業所から受領したサービス利用票
（提供票）【実績】の転記有無について教えてください。
（複数回答可）

（21）給付管理票および居宅介護支援介護給付費明細
書の作成方法について教えてください。（択一）

（22）現在、ケアプラン（居宅サービス計画書第１～３表）
やサービス利用票（提供票）の共有の業務の中で、負担
に感じている点を選択してください。（複数回答可）
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⇒該当する選択肢の横に○印をつけてください

⇒プルダウンメニューから該当する選択肢を1つ選んでください

⇒数値を入力してください

⇒文字等を直接入力してください

・

・ なお、「問3．ケアプランデータ連携システムを使用した感想・ご意見」については、実際にケアプランデータ連携システムを操作された職員の方のご意見を踏まえてご回答ください。

・

・

・

箇

所

１． 利用申請が完了し、居宅介護支援事業所との連携を開始している →連携している事業所数 箇所

２． 利用申請は完了したが、まだ居宅介護支援事業所との連携は開始していない

３． まだ利用申請していない

１． ２０２５年８月以前 １． ２０２５年８月以前
２． ２０２５年９月中 ２． ２０２５年９月中
３． ２０２５年１０月中 ３． ２０２５年１０月中
４． ２０２５年１１月中 ４． ２０２５年１１月中
５． ２０２５年１２月中 ５． ２０２５年１２月中
６． ２０２６年１月中 ６． ２０２６年１月中
７． ２０２６年２月中 ７． ２０２６年２月中

８． まだ開始していない

１． 新規に申請した
２． 過去申請したことがあったが、ID・PASSを失念したため再申請した。
３． 新規の申請も再申請もしていない

１． １台

２． ２台以上 → 台

１． ケアプランデータ連携システム →共有を行っている場合の共有方法の割合 割

２． 郵送 →共有を行っている場合の共有方法の割合 割

３． FAX →共有を行っている場合の共有方法の割合 割

４． 持参 →共有を行っている場合の共有方法の割合 割

５． メール →共有を行っている場合の共有方法の割合 割

６． 介護ソフト →共有を行っている場合の共有方法の割合 割

７． ファイル共有サービス →共有を行っている場合の共有方法の割合 割

８． その他 →共有を行っている場合の共有方法の割合 割

１． ケアプラン（居宅サービス計画書第１,２表）の受領

２． サービス利用票（提供票）【予定】の受領

３． サービス利用票（提供票）【予定】の修正版の受領

４． サービス利用票（提供票）【実績】の送付

５． サービス利用票（提供票）【実績】の修正版の送付　（修正が必要な場合の対応）

６． その他のファイルの送付
※その他ファイルの名称をご回答ください。

７． 申し送り事項（メッセージ）の共有

１ 管理者
２ サービス提供責任者
３

４ 事務職員

５ その他

１． ケアプラン（居宅サービス計画書第1,2表）やサービス利用票（提供票）の共有のための印刷にかかる時間
２． ケアプラン（居宅サービス計画書第1,2表）やサービス利用票（提供票）の共有のためにやり取りする文書量
３． 事業所内で保管する文書量
４． ケアプラン（居宅サービス計画書第1,2表）やサービス利用票（提供票）の共有のための個人情報の匿名化にかかる時間

５． ケアプラン（居宅サービス計画書第1,2表）やサービス利用票（提供票）の共有のやり取りの時間（郵送・FAX等）

６． ケアプラン（居宅サービス計画書第1,2表）やサービス利用票（提供票）の共有のやり取りの費用（郵送代・印刷代等）

７． 印刷した文書の廃棄の時間
８． サービス利用票(提供票)【予定】の転記の時間
９． サービス利用票(提供票)【予定】の転記ミス

１ 特にない
１ 分からない
１ その他

１． 削減された
２． 削減されなかった

１． データ連携と並行して、従前の共有方法（FAX、郵送、持参等）で共有することがあったため

２． ケアプランデータ連携システム上で連携している事業所数が少ないため

３． その他

１． 削減された
２． 削減されなかった

分程度削減

１． まだ操作に慣れていないため

２． ケアプランデータ連携システム上で連携している事業所数が少ないため

３． 新たに追加されたケアプランデータ連携のための業務フローに慣れていないため

４． その他

問１．基本情報

「データ連携促進モデル」利用開始後アンケート

居宅サービス事業所　調査票

事業所名

ご記入にあたってのご注意

この調査票は事業所の管理者等、事業所全体の方針や経営について回答できる方がご記入ください。

特に指定の無い限り、令和●年●月●日（●）現在の状況についてご回答ください。

数字を記入する欄が０（ゼロ）の場合は「０」とご記入ください。

令和○年〇月〇日（〇）までにご回答ください。

本アンケートやキャンペーン全般に関するお問い合わせ先

中新川広域行政事務組合　介護保険課

連絡先：076-464-1316

(1) 当月分について、サービス利用票（提供票）【実績】の共有を行っ

た居宅介護支援事業所数

問2．ケアプランデータ連携システムを用いた、ケアプラン（居宅サービス計画書第１,2表）・サービス利用票（提供票）関連の業務の状況について

（1）ケアプランデータ連携システムの利用状況について教えてくださ

い。（択一）

（2）上記（1）より「１．利用申請が完了し、居宅介護支援事業所と

の連携を開始している」または「２．利用申請は完了したが、まだ居

宅介護支援事業所との連携は開始していない」を選択した場合、ケア

プランデータ連携システムを利用申請した時期と、ケアプランデータ

連携システム上でのデータ連携を開始した時期を教えてください。

（設問ごとにそれぞれ択一）

利用申請をした時期 データ連携を開始した時期

（3）ケアプランデータ連携システムを利用するにあたり、電子証明書

を申請しましたか。(択一)

（4）ケアプランデータ連携システムをインストールしているPCの台

教を教えてください。(択一)

（5）サービス利用票（提供票）【実績】の居宅介護支援事業所への共

有方法について教えてください。（複数回答可）

※「共有」とは、ケアプランデータ連携システムやFAX・メール・介

護ソフト・ファイル共有サービスについては実際に送信を行うこと、

郵送については発送を行うこと、持参については直接先方へ持ち込む

ことを指します。

※共有方法の割合については、共有先の事業所数をもとに、合計が10

割になるようにご回答ください。

（9）ケアプランデータ連携システム利用前後で、サービス利用票（提

供票）【実績】の居宅介護支援事業所への共有にかかる費用が削減さ

れましたか。(択一)

※共有にかかる費用には、印刷代、郵送（封筒代、切手代等）、持参（交通

費・ガソリン代等）等にかかる費用を含みます。

（6）本キャンペーン期間中にケアプランデータ連携システムで行った

業務について教えてください。（複数回答可）

（7）本キャンペーン期間中にケアプラン（居宅サービス計画書第１,

２表）やサービス利用票（提供票）【予定】の受領、サービス利用票

（提供票）【実績】の送付において、ケアプランデータ連携システム

の操作を誰が行っているか教えてください。（複数回答可）

① ②

ケアプラン（居宅サービ

ス計画書第１,２表）や

サービス利用票（提供

サービス利用票（提供票）

【実績】の送付

現場の介護・医療職員（当該利用者の担当職員、福祉用具専門相

談員を含む）

（8）ケアプランデータ連携システム導入前後で、ケアプラン（居宅

サービス計画書第1,2表）やサービス利用票（提供票）の共有の業務の

中で、負担が軽減された点について教えてください。（複数回答可）

（14）上記（12）より「２．削減されなかった」を選択した場合、共

有にかかる時間が変化しなかった理由について教えてください。（複

数回答可）

（10）上記（9）より「１．削減された」を選択した場合、共有にかか

る費用の削減額について教えてください。
円削減 ※例：利用前1,000円、利用後500円の場合は「500円」とご回答ください。

（11）上記（9）より「２．削減されなかった」を選択した場合、共有

にかかる費用が削減されなかった理由について教えてください。（複

数回答可）

（12）ケアプランデータ連携システム利用前後で、サービス利用票

（提供票）【実績】の居宅介護支援事業所への共有にかかる時間が削

減されましたか。(択一)

※共有にかかる時間は、サービス利用票（提供票）【実績】の作成後、共有の

ために印刷する時間から、FAXや郵送等で居宅介護支援事業所へ送付するまで

の時間を指します。介護ソフト等によるサービス利用票（提供票）【実績】の

（13）上記（12）より「１．削減された」を選択した場合、共有にか

かる時間の削減時間について教えてください。
　※例：利用前60分、利用後30分の場合は「30分」とご回答ください。
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１． ケアプランデータ連携システムの利用申請について、法人への説明を行った

２． ケアプランデータ連携システムの利用申請について、事業所内の説明を行った

３． ケアプランデータ連携の標準仕様を実装している介護ソフトへ変更した

４． ケアプランデータ連携システムの利用環境（パソコン端末やネットワーク環境等）の整備を行った

５． ケアプランデータ連携システムの利用を想定した業務フローを見直した

６． ケアプランデータ連携システムの担当者を新たに設ける等、組織体制を見直した

７． ケアプランデータ連携システム上でのデータ連携について、居宅介護支援事業所への声掛けを行った

８． ケアプランデータ連携システム上でのデータ連携に関する居宅介護支援事業所からの声掛けに応じた

９． その他

１． キャンペーン応募前に居宅介護支援事業所へ連絡をした
２． キャンペーン応募前に居宅介護支援事業所からの声掛けがあった

３． キャンペーン応募をきっかけに居宅介護支援事業所へ連絡をした

４． キャンペーン応募をきっかけに居宅介護支援事業所からの声掛けがあった

５． 事務局から紹介を受けた

６． キャンペーン参加事業所リストを見た

７． WAM NET（ワムネット（独立行政法人福祉医療機構が運営する福祉・保健・医療の総合情報提供サイト））を見た

８． その他

１． ケアプランデータ連携システムの利用環境の整備が終わっていないため

２． ケアプランデータ連携システムの利用を想定した業務フローの見直しが終わっていないため

３． ケアプランデータ連携システムの利用のための組織体制の変更が終わっていないため

４． まわりにケアプランデータ連携システムを利用している居宅介護支援事業所がいないため

５． ケアプランデータ連携システムを利用している居宅介護支援事業所の情報を把握できていないため

６． その他

１． 令和７年度中に利用開始予定である

２． 令和７年度上半期（４月～９月）中に利用開始予定である

３． 令和７年度下半期（１０月～３月）中に利用開始予定である

４． まだ利用開始予定はない

１． 直感的に操作できる

２． 操作はすぐに覚えられる

３． 技術者のサポートなく操作することができる

４． ボタンや入力フォームが見やすい

５． システムで用いられる用語が分かりやすい

６． 様々な機能が上手くまとまっている

７． システムの利用範囲を広げたい（送付内容や利用者等）

８． システムを利用して行う事務に満足している

１． 使用したい

２． どちらかと言えば使用したい

３． どちらかと言えば使用したくない

４． 使用したくない

１． 法人（本部、上司等上層部）の方針で、ケアプランデータ連携システムを使用するため

２． 提供票のやり取りをする事業所がシステムを利用予定であるため

３． 提供票のやり取りをする事業所が既にケアプランデータ連携システムを利用しているため

４． ケアプランデータ連携システムを利用することで、事務経費の削減が期待できるため

５． ケアプランデータ連携システムを利用することで、提供票の共有にかける時間削減が期待できるため

６． ケアプランデータ連携システムを利用することで、従業者の事務的負担軽減が期待できるため

７． ケアプランデータ連携システムを利用することで、高いセキュリティにより安心してデータ連携できるため

８． その他

１． ケアプランデータ連携システムの普及率が低く、メリットが小さいため

２． ライセンス料が高いため

３． 経費節減につながると思えないため

４． 業務負担や業務の種類が多くなるため

５． セキュリティ面で懸念があるため

６． その他

１． 勧めたい

２． どちらかと言えば勧めたい

３． どちらかと言えば勧めたくない

４． 勧めたくない

１． 保険者から事業所へ導入・活用を促す仕組み・体制

２． 地域の事業所連絡会から事業所へ導入・活用を促す仕組み・体制

３． 業界団体から事業所へ導入・活用を促す仕組み・体制

４． 職能団体から事業所へ導入・活用を促す仕組み・体制

５． 厚生労働省から事業所へ導入・活用を促す仕組み・体制

６． 国保連合会や国保中央会から事業所へ導入・活用を促す仕組み・体制

７． 法人（本部、上層部）向けの研修会や広報物作成等での周知

８． 先進的な取組を行っている地域の中核の事業所から活用を促す事業の実施

９． ケアプランデータ連携システム導入に関して補助金が受けられる事業の実施

１

０．
その他

実際にケアプランデータ連携システムを操作した職員の方から、ケアプランデータ連携システムについてご意見ございましたら、ご記入ください。

最後に、ケアプランデータ連携システムやデータ連携を活用した生産性向上についてご意見ございましたら、ご記入ください。

（15）ケアプランデータ連携システムを利用開始するために行った工

夫について教えてください。（複数回答可）

（16）ケアプランデータ連携システムの連携先を見つけた方法につい

て教えてください。（複数回答可）

（17）上記（１）より「２．利用申請は完了したが、まだ居宅介護支

援事業所との連携は開始していない」を選択した場合、連携を開始し

ていない理由について教えてください。（複数回答可）

（18）上記（１）より「３．まだ利用申請していない」を選択した場

合の、今後の利用開始予定について教えてください。（択一）

問3．ケアプランデータ連携システムを使用した感想・ご意見

※実際にケアプランデータ連携システムを操作した職員の方のご意見を踏まえてご回答をお願いいたします。

（1）ケアプランデータ連携システムに対するご所感について教えてく

ださい。（設問ごとにそれぞれ択一）

１．	そう思う

２．	どちらかと言えばそう思う

３．	どちらかと言えばそう思わない

４．	そう思わない

（2）ケアプランデータ連携システムに対するご所感について、（1）

以外にもございましたら教えてください。（自由記述）

（7）今後、ケアプランデータ連携システムの導入・活用を促すために

必要な体制や事業について教えてください。（複数回答可）

（3）今後、ケアプランデータ連携システムを使用したいですか。（択

一）

（4）上記（3）より「１．使用したい」または「２．どちらかと言え

ば使用したい」を選択した場合、その理由について教えてください。

（複数回答可）

（5）上記（3）より「３．どちらかと言えば使用したくない」または

「４．使用したくない」を選択した場合、その理由について教えてく

ださい。（複数回答可）

（6）ケアプランデータ連携システムを他の事業所にも勧めたいです

か。（択一）
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⇒該当する選択肢の横に○印をつけてください

⇒プルダウンメニューから該当する選択肢を1つ選んでください

⇒数値を入力してください

⇒文字等を直接入力してください

・

なお、「問3．ケアプランデータ連携システムを使用した感想・ご意見」については、実際にケアプランデータ連携システムを操作された職員の方のご意見を踏まえてご回答ください。

・

・

・

箇所

１． 利用申請が完了し、居宅サービス事業所との連携を開始している →連携している事業所数 箇所
２． 利用申請は完了したが、まだ居宅サービス事業所との連携は開始していない
３． まだ利用申請していない

１． ２０２５年８月以前 １． ２０２５年８月以前

２． ２０２５年９月中 ２． ２０２５年９月中

３． ２０２５年１０月中 ３． ２０２５年１０月中

４． ２０２５年１１月中 ４． ２０２５年１１月中

５． ２０２５年１２月中 ５． ２０２５年１２月中

６． ２０２６年１月中 ６． ２０２６年１月中

７． ２０２６年２月中 ７． ２０２６年２月中

８．

１． 新規に申請した

２． 過去申請したことがあったが、ID・PASSを失念したため再申請した。

３． 新規の申請も再申請もしていない

１． １台

２． ２台以上 → 台

１． ケアプランデータ連携システム →共有を行っている場合の共有方法の割合 割

２． 郵送 →共有を行っている場合の共有方法の割合 割

３． FAX →共有を行っている場合の共有方法の割合 割

４． 持参 →共有を行っている場合の共有方法の割合 割

５． メール →共有を行っている場合の共有方法の割合 割

６． 介護ソフト →共有を行っている場合の共有方法の割合 割

７． ファイル共有サービス →共有を行っている場合の共有方法の割合 割

８． その他 →共有を行っている場合の共有方法の割合 割

１． ケアプラン（居宅サービス計画書第１,２表）の送付
２． サービス利用票（提供票）【予定】の送付
３． サービス利用票（提供票）【予定】の修正版の送付
４． サービス利用票（提供票）【実績】の受領
５． サービス利用票（提供票）【実績】の修正版の受領　（内容を確認した結果、修正が必要な場合の対応）
６． その他のファイルの送付

※その他ファイルの名称をご回答ください。
７． 申し送り事項（メッセージ）の共有

１．

２．
３．

４． 事務職員

５． その他

１． ケアプラン（居宅サービス計画書第1,2表）やサービス利用票（提供票）の共有のための印刷にかかる時間
２． ケアプラン（居宅サービス計画書第1,2表）やサービス利用票（提供票）の共有のためにやり取りする文書量
３． 事業所内で保管する文書量

４． ケアプラン（居宅サービス計画書第1,2表）やサービス利用票（提供票）の共有のための個人情報の匿名化にかかる時間

５． ケアプラン（居宅サービス計画書第1,2表）やサービス利用票（提供票）の共有のやり取りの時間（郵送・FAX等）

６． ケアプラン（居宅サービス計画書第1,2表）やサービス利用票（提供票）の共有のやり取りの費用（郵送代・印刷代等）

７． 印刷した文書の廃棄の時間

８． サービス利用票(提供票)【実績】の転記の時間

９． サービス利用票(提供票)【実績】の転記ミス

１０． 特にない

１１． 分からない

１２． その他

１． 削減された

２． 削減されなかった

１． データ連携と並行して、従前の共有方法（FAX、郵送、持参等）で共有することがあったため

２． ケアプランデータ連携システム上で連携している事業所数が少ないため

３． その他

１． 削減された

２． 削減されなかった

分程度削減

②

（9）ケアプランデータ連携システム利用前後で、サービ
ス利用票（提供票）【予定】の居宅サービス事業所への
共有にかかる費用が削減されましたか。(択一)

（12）ケアプランデータ連携システム利用前後で、サービ
ス利用票（提供票）【予定】の居宅サービス事業所への
共有にかかる時間が削減されましたか。(択一)

ケアプラン（居宅サービス
計画書第１～２表）やサー
ビス利用票（提供票）【予

定】の送付

（11）上記（9）より「２．削減されなかった」を選択した場
合、共有にかかる費用が削減されなかった理由につい
て教えてください。（複数回答可）

（8）ケアプランデータ連携システム導入前後で、ケアプラ
ン（居宅サービス計画書第1,2表）やサービス利用票（提
供票）の共有の業務の中で、負担が軽減された点につ
いて教えてください。（複数回答可）

（6）本キャンペーン期間中にケアプランデータ連携シス
テムで行った業務について教えてください。（複数回答
可）

（7）本キャンペーン期間中にケアプラン（居宅サービス計
画書第１,２表）やサービス利用票（提供票）【予定】の送
付、サービス利用票（提供票）【実績】の受領において、
ケアプランデータ連携システムの操作を誰が行っている
か教えてください。（複数回答可）

上記1の担当以外のケアマネジャー

問2．ケアプランデータ連携システムを用いた、ケアプラン（居宅サービス計画書第１,2表）・サービス利用票（提供票）関連の業務の状況について

(1)ケアプランデータ連携システムの利用状況について
教えてください。（択一）

利用申請をした時期 データ連携を開始した時期

（2）上記（1）より「１．利用申請が完了し、居宅サービス
事業所との連携を開始している」または「２．利用申請は
完了したが、まだ居宅サービス事業所との連携は開始
していない」を選択した場合、ケアプランデータ連携シス
テムを利用申請した時期と、ケアプランデータ連携シス
テム上でのデータ連携を開始した時期を教えてくださ
い。（設問ごとにそれぞれ択一）

まだ開始していない

(1) 当月分について、サービス利用票（提供票）【予定】
の共有を行った居宅サービス事業所数

（3）ケアプランデータ連携システムを利用するにあたり、
電子証明書を申請しましたか。(択一)

（4）ケアプランデータ連携システムをインストールしてい
るPCの台教を教えてください。(択一)
（5）サービス利用票（提供票）【予定】の居宅サービス事
業所への共有方法について教えてください。（複数回答
可）
※「共有」とは、ケアプランデータ連携システムやFAX・
メール・介護ソフト・ファイル共有サービスについては実
際に送信を行うこと、郵送については発送を行うこと、持
参については直接先方へ持ち込むことを指します。
※共有方法の割合については、共有先の事業所数をも
とに、合計が10割になるようにご回答ください。

問１．基本情報

「データ連携促進モデル」利用開始後アンケート
居宅介護支援事業所　調査票

事業所名

ご記入にあたってのご注意

この調査票は事業所の管理者等、事業所全体の方針や経営について回答できる方がご記入ください。

特に指定の無い限り、令和●年●月●日（●）現在の状況についてご回答ください。

数字を記入する欄が０（ゼロ）の場合は「０」とご記入ください。

令和○年〇月〇日（〇）までにご回答ください。

本アンケートやキャンペーン全般に関するお問い合わせ先

中新川広域行政事務組合　介護保険課

連絡先：076-464-1316

　※例：利用前60分、利用後30分の場合は「30分」とご回答ください。
（13）上記（12）より「１．削減された」を選択した場合、共
有にかかる時間の変化について教えてください。

（10）上記（9）より「１．削減された」を選択した場合、共
有にかかる費用の削減額について教えてください。

円削減 ※例：利用前1,000円、利用後500円の場合は「500円」とご回答ください。

※共有にかかる時間は、サービス利用票（提供票）【予定】作成後、共有の
ために印刷する時間から、FAXや郵送等で居宅サービス事業所へ送付する
までの時間を含みます。介護ソフト等による、サービス利用票（提供票）【予
定】の作成の時間は含みません。

担当ケアマネジャー（※データ連携の対象となるケアプランを作成するケ
アマネジャーを指します）

①

サービス利用票（提供票）
【実績】の受領

管理者または主任ケアマネジャー

※共有にかかる費用には、印刷代、郵送（封筒代、切手代等）、持参（交通
費・ガソリン代等）等にかかる費用を含みます。
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１． まだ操作に慣れていないため
２． ケアプランデータ連携システム上で連携している事業所数が少ないため
３． 新たに追加されたケアプランデータ連携のための業務フローに慣れていないため
４． その他
１． ケアプランデータ連携システムの利用申請について、法人への説明を行った
２． ケアプランデータ連携システムの利用申請について、事業所内の説明を行った
３． ケアプランデータ連携の標準仕様を実装している介護ソフトへ変更した
４． ケアプランデータ連携システムの利用環境（パソコン端末やネットワーク環境等）の整備を行った
５． ケアプランデータ連携システムの利用を想定した業務フローを見直した
６． ケアプランデータ連携システムの担当者を新たに設ける等、組織体制を見直した
７． ケアプランデータ連携システム上でのデータ連携について、居宅サービス事業所への声掛けを行った
８． ケアプランデータ連携システム上でのデータ連携に関する居宅サービス事業所からの声掛けに応じた
９． その他
１． キャンペーン応募前に居宅サービス事業所へ連絡をした
２． キャンペーン応募前に居宅サービス事業所からの声掛けがあった
３． キャンペーン応募をきっかけに居宅サービス事業所へ連絡をした
４． キャンペーン応募をきっかけに居宅サービス事業所からの声掛けがあった
５． 事務局から紹介を受けた
６． キャンペーン参加事業所リストを見た
７． WAM NET（ワムネット（独立行政法人福祉医療機構が運営する福祉・保健・医療の総合情報提供サイト））を見た
８． その他
１． ケアプランデータ連携システムの利用環境の整備が終わっていないため
２． ケアプランデータ連携システムの利用を想定した業務フローの見直しが終わっていないため
３． ケアプランデータ連携システムの利用のための組織体制の変更が終わっていないため
４． まわりにケアプランデータ連携システムを利用している居宅サービス事業所がいないため
５． ケアプランデータ連携システムを利用している居宅サービス事業所の情報を把握できていないため
６． その他
１． 令和５年度中に利用開始予定である
２． 令和６年度上半期（４月～９月）中に利用開始予定である
３． 令和６年度下半期（１０月～３月）中に利用開始予定である
４． まだ利用開始予定はない

１． 直感的に操作できる
２． 操作はすぐに覚えられる
３． 技術者のサポートなく操作することができる
４． ボタンや入力フォームが見やすい
５． システムで用いられる用語が分かりやすい
６． 様々な機能が上手くまとまっている
７． システムの利用範囲を広げたい（送付内容や利用者等）
８． システムを利用して行う事務に満足している

１． 使用したい
２． どちらかと言えば使用したい
３． どちらかと言えば使用したくない
４． 使用したくない
１． 法人（本部、上司等上層部）の方針で、ケアプランデータ連携システムを使用するため
２． 提供票のやり取りをする事業所がシステムを利用予定であるため
３． 提供票のやり取りをする事業所が既にケアプランデータ連携システムを利用しているため
４． ケアプランデータ連携システムを利用することで、事務経費の削減が期待できるため
５． ケアプランデータ連携システムを利用することで、提供票の共有にかける時間削減が期待できるため
６． ケアプランデータ連携システムを利用することで、従業者の事務的負担軽減が期待できるため
７． ケアプランデータ連携システムを利用することで、高いセキュリティにより安心してデータ連携できるため
８． その他
１． ケアプランデータ連携システムの普及率が低く、メリットが小さいため
２． ライセンス料が高いため
３． 経費節減につながると思えないため
４． 業務負担や業務の種類が多くなるため
５． セキュリティ面で懸念があるため
６． その他
１． 勧めたい

２． どちらかと言えば勧めたい

３． どちらかと言えば勧めたくない
４． 勧めたくない
１． 保険者から事業所へ導入・活用を促す仕組み・体制
２． 地域の事業所連絡会から事業所へ導入・活用を促す仕組み・体制
３． 業界団体から事業所へ導入・活用を促す仕組み・体制
４． 職能団体から事業所へ導入・活用を促す仕組み・体制
５． 厚生労働省から事業所へ導入・活用を促す仕組み・体制
６． 国保連合会や国保中央会から事業所へ導入・活用を促す仕組み・体制
７． 法人（本部、上層部）向けの研修会や広報物作成等での周知
８． 先進的な取組を行っている地域の中核の事業所から活用を促す事業の実施
９． ケアプランデータ連携システム導入に関して補助金が受けられる事業の実施

１０． その他
実際にケアプランデータ連携システムを操作した職員の方から、ケアプランデータ連携システムについてご意見ございましたら、ご記入ください。

最後に、ケアプランデータ連携システムやデータ連携を活用した生産性向上についてご意見ございましたら、ご記入ください。

（2）ケアプランデータ連携システムに対するご所感につ
いて、（1）以外にもございましたら教えてください。（自由
記述）

（18）上記（１）より「３．まだ利用申請していない」を選択
した場合の、今後の利用開始予定について教えてくださ
い。（択一）

（17）上記（１）より「２．利用申請は完了したが、まだ居
宅サービス事業所との連携は開始していない」を選択し
た場合、連携を開始していない理由について教えてくだ
さい。（複数回答可）

問3．ケアプランデータ連携システムを使用した感想・ご意見
※実際にケアプランデータ連携システムを操作した職員の方のご意見を踏まえてご回答をお願いいたします。

（1）ケアプランデータ連携システムに対するご所感につ
いて教えてください。（設問ごとにそれぞれ択一）

（7）今後、ケアプランデータ連携システムの導入・活用を
促すために必要な体制や事業について教えてください。
（複数回答可）

（6）ケアプランデータ連携システムを他の事業所にも勧
めたいですか。（択一）

（3）今後、ケアプランデータ連携システムを使用したいで
すか。（択一）

（4）上記（3）より「１．使用したい」または「２．どちらかと
言えば使用したい」を選択した場合、その理由について
教えてください。（複数回答可）

（5）上記（3）より「３．どちらかと言えば使用したくない」ま
たは「４．使用したくない」を選択した場合、その理由に
ついて教えてください。（複数回答可）

１．	そう思う
２．	どちらかと言えばそう思う
３．	どちらかと言えばそう思わない
４．	そう思わない

（14）上記（12）より「２．削減されなかった」を選択した場
合、共有にかかる時間が変化しなかった理由について
教えてください。（複数回答可）

（16）ケアプランデータ連携システムの連携先を見つけ
た方法について教えてください。（複数回答可）

（15）ケアプランデータ連携システムを利用開始するため
に行った工夫について教えてください。（複数回答可）
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⑵効果測定調査様式 

 
 

 
  

↓以下、所定勤務時間や実勤務時間に関する記載漏れが多くあります。忘れずに必ず記載をお願いします。

ケアマネジャー向けタイムスタディ調査票

※10分間のうち、実施した業務について、その時間数（整数）について、縦列の合計が10分となるよう記入して下さい。記載例を参考ください。

記載例：「1.相談を7分間、6.連絡調整を3分間」実施した場合

※勤務時間に応じて、「時台」の枠に、数字を記入してください。記載例として、8時から勤務を始めた場合には、「8時台」「9時台」・・・と勤務終了まで記載ください。

記載例

NO 分類
Sub-

NO
項目 ー

00分-09

分

10分-19

分

20分-

29分

30分-

39分

40分-

49分

50分-

59分

00分-

09分

10分-

19分

20分-

29分

30分-

39分

40分-

49分

50分-

59分

00分-

09分

10分-

19分

20分-

29分

30分-

39分

40分-

49分

50分-

59分

00分-

09分

10分-

19分

20分-

29分

30分-

39分

40分-

49分

50分-

59分

00分-

09分

10分-

19分

20分-

29分

30分-

39分

40分-

49分

50分-

59分

00分-

09分

10分-

19分

20分-

29分

30分-

39分

40分-

49分

50分-

59分

直接介護
1 相談 7

2 アセスメント

3 ケアプラン作成・変更

4 提供票作成

5 モニタリング

6 連絡調整 3

7 カンファ担当者会議

8 問題対応

9 他直接業務

間接業務
10 利用者宅・サービス事業所移動

11 記録

12 書類振り分け・印刷・保管

13 書類持参・郵送・FAX・メール

14 データ連携

15 実績確認

16 実績入力

17 請求業務

18 他間接業務

C
休憩

19 休憩

D その他 20 その他

E
余裕時間

21
余裕時間（業務の合間などに自由に

使える時間）

ー ー ー 備考・補足等

事業所名 調査実施日② 　月　　　日（　　　曜日）

役職・氏名 所定勤務時間 ：　　　　　　～　　　　　　：

時台 時台 時台 時台 時台

調査実施日① 月　　　　日（　　　　　　曜日） 実勤務時間（残業時間含む） ：　　　　　　～　　　　　　：

時台

A

B

調査票（表面）

別添４

↓以下、所定勤務時間や実勤務時間に関する記載漏れが多くあります。忘れずに必ず記載をお願いします。

ケアマネジャー向けタイムスタディ調査票

※10分間のうち、実施した業務について、その時間数（整数）について、縦列の合計が10分となるよう記入して下さい。記載例を参考ください。

記載例：「1.相談を7分間、6.連絡調整を3分間」実施した場合

※勤務時間に応じて、「時台」の枠に、数字を記入してください。記載例として、8時から勤務を始めた場合には、「8時台」「9時台」・・・と勤務終了まで記載ください。

記載例 8 9 10 11 12 13

NO 分類
Sub-

NO
項目 ー

00分-09

分

10分-

19分

20分-

29分

30分-

39分

40分-

49分

50分-

59分

00分-

09分

10分-

19分

20分-

29分

30分-

39分

40分-

49分

50分-

59分

00分-

09分

10分-

19分

20分-

29分

30分-

39分

40分-

49分

50分-

59分

00分-

09分

10分-

19分

20分-

29分

30分-

39分

40分-

49分

50分-

59分

00分-

09分

10分-

19分

20分-

29分

30分-

39分

40分-

49分

50分-

59分

00分-

09分

10分-

19分

20分-

29分

30分-

39分

40分-

49分

50分-

59分

直接介護
1 相談 7 10 10

2 アセスメント

3 ケアプラン作成・変更 10 10 10

4 提供票作成 10 10 10

5 モニタリング 10 10 5

6 連絡調整 3 6

7 カンファ担当者会議

8 問題対応

9 他直接業務 4

間接業務
10 利用者宅・サービス事業所移動 5 10 5 10

11 記録 10 5 10 5

12 書類振り分け・印刷・保管 5 10

13 書類持参・郵送・FAX・メール 5

14 データ連携

15 実績確認 5 10 10

16 実績入力 10 10

17 請求業務

18 他間接業務

C
休憩

19 休憩 10 10 10 10 10 10

D その他 20 その他

E
余裕時間

21
余裕時間（業務の合間などに自由に

使える時間）

ー ー ー 備考・補足等

事業所名 ○○〇居宅介護支援事業所 調査実施日② 　10月　30日（　木　曜日）

役職・氏名 管理者・○○　○○ 所定勤務時間 8：30　　～　17：15

時台 時台 時台 時台 時台

調査実施日① 10月　3日（　　水　曜日） 実勤務時間（残業時間含む） 8：30　　～　17：15

時台

A

B

調査票（記入方法）

記入例

注１

【注１】

ひとつの列（10分の区切り）に記入する数値の合計が、必

ず10になるように注意してください。

正確な効果の測定のためにも、未記入の時間帯や時間数

の不足がないよう、ご確認をお願いします。

注２

【注２】

時間の区切りをまたいで複数の業務を行った場合、１０分

間のそれぞれの区切りの中で、行った複数の業務をそれぞ

れ何分間実施したかご記入ください。

例えば…

11：00～11：05の５分記録

11：05～11：10の５分書類整理 等

注３

【注3】

すべての時間帯の、各列（10分間の区切り）には、10以下

の数値を必ず入力してください。
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⑶導入状況一覧 
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